
問６２ この第十の戒めは、私たちに何を教えていますか。 
（第十の戒め：「あなたの隣人の家を欲してはならない」） 

 
答え 私たちが、自分の持っているもので満足することです。 

私たちは人のものをねたんだり、欲しがったりしてはいけません。 
 
聖書 金銭を愛する生活をせずに、今持っているもので満足しなさい。主

ご自身が「わたしは決してあなたを見放さず、あなたを見捨てない」
と言われたからです。（ヘブル人への手紙 13 章 5 節）  

 
＜解説＞ 
 ウイリアムソンという人が、「むさぼりは他のすべての罪の根である、とは
言いすぎではありません」と言っていますが、そもそもアダムとエバの最初
の罪もむさぼりから始まったと言えます。アダムとエバが造られた時に、彼
らは一切むさぼりの心を持つ必要はありませんでした。なぜなら主は必要な
ものを全て備えていてくださり、アダムには「あなたは園のどの木からでも
思いのまま食べてよい。」（創世記 1 章 16 節）と言われていたからです。しか
し、蛇を通しての悪魔の誘惑は、神が禁じられた善悪の知識の木から取って
食べるということでした。つまり、人のむさぼりに働きかけることで、善悪
の知識の木から取って食べられないことに不満をいだかせ、神が禁じられた
木から取って食べたいと思わせたのです。それ以来、人は神から離れ、自分で
自分の必要を満たすようになりましたが、自分の周りにあるものから自分の
欲しいものをむさぼるように得ようします。そのことを通して人は満足感を
持とうとするのです。そして、人類創世の時代から決して変わることなく、今
に至るまで悪魔は、常に私たちのむさぼりの心に働きかけ、持ってないこと
について不満な思いを持たせながら、どん欲にさまざまなものを得させよう
としています。しかし神はみこころのままに私たちに必要なものを常に与え
続けてくださっています。そして自分に与えられたものは、すべて神から来た

恵みとして感謝をして受け取るべきです。そして、必要があれば主の御前に熱
心に祈るべきです。みこころであれば、主は必ず与えてくださいます。そのよ
うな信仰を持って歩むなら、私たちはむさぼりの罪からも守られます。「私は、
どんな境遇にあっても満足することを学びました。」（ピリピ人への手紙 4 章
11 節） 
 
 
５月２４日（日）主日礼拝レジュメ 
「ペンテコステになされたみわざ」 使徒の働き２章１～２１節 

 
 ペンテコステは、過ぎ越しの祭りに続く種を入れないパンの祭りで大麦の
初穂をささげてから七週間後、すなわち「七週の祭り」（出エジプト記 34 章
22 節、申命記 16 章 10 節）「刈り入れの祭り」（出エジプト記 23 章 16 節）の
時期に当たる。このことから。ギリシャ語のペンテコストス（50 番目の）を
語源とすることから五旬節とも呼ばれる。 
 

1 節に「五旬節の日になって」とありますが、まさにこの時に聖霊が「激し
い響きが」とともに、また「炎のような分かれた舌」が現れて、弟子たちに
聖霊が下ったので、クリスチャンはこのことをペンテコステと呼び、記念す
るようになった。まず最初にペンテコステの意義を考えてみたい。その一つ
が十字架と復活の一連の贖いのわざの完了とともに、聖霊が下ることで新し
い時代が到来したことを私たちに教えている。二つ目が神の贖いのわざの完
了から今度は霊的な刈り入れ、つまり救いを人々に伝えていく新たな救いの
歴史が始まったということ。特に 1 章 8 節にありますように地の果てにまで
福音があかしされ、宣べ伝えられていく。そしてその初穂としてさまざまな
地域から集まっていた人のうち三千人が弟子に加えられたことが 2 章 41 節
に記されている。そして 2 章 17～21 節でペテロが旧約聖書の預言者ヨエル
の預言を引用しているが、それがまさにこの五旬節の時に成就したと言える。 



 次に、ペンテコステにおける特徴的なことを見てみたい。まず一つが 4 節
で、「御霊が語らせるままに、他国のいろいろなことばで話し始めた。」とあ
ります。これは何だかよく分らないことを話し出したということではなく、
聖霊が下り、聖霊に満たされた弟子たちが預言を始めたということ。預言と
は、神様からことばをいただき、それを人々に語ること。御霊が話させてく
ださるとおりに、他国のことばで話し始めたというのは、神が話すべきこと
ばを一人一人に与えて、それを一人一人が他国のことばで話し始めたと考え
るべき。そして彼らが話した内容というのは、もちろん詳しくは分りません
が、11 節で「あの人たちが、私たちのことばで神の大きなみわざを語るのを
聞くとは」とあるので、神がイエス・キリストを通してなした救いのわざを
人々に語ったのだろう。そして神が語るべきことばを与え、また御霊によっ
て真理を教えられ、知識を与えられたので、弟子たちは語ることが可能だっ
た。以前は弟子たちはイエス様が十字架に架かられることの意味をよく理解
できなかった。その弟子たちが神の大きなみわざを語ることができたのは、
人間の知識や経験ではなく、聖霊の助けによってなされることであるとあら
ためて思わされます。 
 

聖霊が下った時には 2 節に「すると天から突然、激しい風が吹いて来たよ
うな響きが起こり、彼らが座っていた家全体に響き渡った」とあり、3 節には
「また、炎のような舌が分かれて現れ、一人ひとりの上にとどまった。」とあ
り、聴覚と視覚において聖霊が下ったということがはっきりと分るかたちで
現された。また 4 節で「皆が聖霊に満たされ、御霊が語らせるままに、他国
のいろいろなことばで話し始めた。」ことについて、人々の反応は 6 節「呆気
にとられてしまった。」7 節「驚き、不思議に思って」であり、7 節では「話
しているこの人たちはみな、ガリラヤの人ではないか。」とのことばには、田
舎者の彼らがなぜこのようなことばを話せるのだろうという馬鹿にした思い
があった。神がみわざをなす時には、普通では考えられないような、人が驚
くようなことが起こる。私はそんな驚くようなことを経験していないと思わ

れる方があるかもしれないが、神の救いをいただくことができたこと自体が
驚くべきことと言える。キリストを通して人を救うということ、神が人とな
ってこの地上に来てくださったという事実は、あまりにも驚くべきことで、
それを信じることができたということは、驚くべきこと。実際に、先ほども
見ましたが、ガリラヤの人ではないかとか、「彼らは新しいぶどう酒に酔って
いるのだ。」と、言わば場違いな場所で場違いなことを言って騒いでいるにす
ぎないと弟子たちのことを馬鹿にする人たちもいた。そう考えた時に、神に
背を向け、自分を神として歩んでいる人たちが神を信じるようになるという
ことは、いかに難しいことか。そう考えた時に、罪人であった自分が神を信
じて、クリスチャンとされたこと自体が奇跡ではないかとあらためて思わさ
れる。 

 
しかしこれで終わったわけではなく、41 節「彼のことばを受け入れた人々

はバプテスマを受けた。その日、三千人ほどが仲間に加えられた。」とある。
ペテロが語ったのは、旧約聖書からの引用とキリストのみわざ。聖霊に満た
され、御霊が話させてくださるように語られたことばとみことばを通して御
霊ご自身が働かれ、そして人を罪からの悔い改めとその罪からの救いへと導
かれることの原則は今も決して変っていない。 

 
1 章 8 節にある証人となる人は、聖霊に満たされ、御霊が話させてくださ

るとおりに語る人。その人たちを通して今も全世界への宣教が進められてい
る。私たちにとっては自分の置かれているこの所が地の果てである。この所
で御霊に満たされて、主の証人として用いられたい。 
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